
別紙様式（府中市立栗生）小学校

平成２８年度全国学力・学習状況調査の

結果をふまえた指導改善策

Ⅰ 調査の概要

１．調査の目的

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

○そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

２．調査の対象

小学校６年生

３．調査の内容

（１）教科に関する調査（国語、算数）

・主として「知識」に関する問題（Ａ）

・主として「活用」に関する問題（Ｂ）

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

・児童生徒に対する調査

・学校に対する調査

４．調査日時

平成２８年４月１９日（火）

Ⅱ 学力調査の結果【小学校】

１．教科に関する調査結果（平均正答率※）

※平均正答率とは、｢児童の正答数の平均｣÷｢設問数｣の値を、％で表わしたものです。

２８年度 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

全 国 ７２．９ ５７．８ ７７．６ ４７．２

広島県 ７８．４ ６０．５ ７９．７ ４９．５

府中市 ７７．６ ６１．６ ７８．７ ４７．９

（栗生）小学校 ８９．７ ６３．９ ８４．３ ５１．６

小 学 校



２．調査問題の趣旨・内容

区

分
調査問題の趣旨

国
語
Ａ

身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不可欠で

あり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など

・学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む。

・学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く。

・目的や意図に応じて，収集した情報を関係付けながら話し合う。

・書き手の表現の仕方をよりよくするために助言する。

・目的や意図に応じて，書く事柄を整理する。

・目的に応じて，図と表とを関係付けて読む。

・登場人物の人物像について，複数の叙述を基にして捉える。

・用紙全体との関係に注意し，文字の大きさや配列などを決める。

・平仮名で表記されたものをローマ字で書く。

・ローマ字で表記されたものを正しく読む。

国
語
Ｂ

知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て実践し

評価・改善する力などに関わる内容など

・目的に応じて，質問したいことを整理する。

・質問の意図を捉える。

・話し手の意図を捉えながら聞き，話の展開に沿って質問する。

・グラフを基に，分かったことを的確に書く。

・目的や意図に応じて，グラフを基に，自分の考えを書く。

・目的や意図に応じて，表を基に，自分の考えを書く。

・活動報告文において，課題を取り上げた効果を捉える。

・目的に応じて，複数の本や文章などを選んで読む。

・目的に応じて，本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫する。

・目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読む。

算
数
Ａ

身に付けておかなければ後の学年等の内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり

常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など。

算
数
Ｂ

知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、さまざまな課題解決のための構想を立て実

践し評価・改善する力などに関わる内容



３．調査結果にみられる特徴と課題

【国語】

◇…相当数の児童ができている点 ◆…課題のある点

【算数】

学習指導要領

の領域
区分 特徴と課題

話すこと

聞くこと

Ａ問題

(知識)

◇話し合いの説明として適切なものを選択することができている。

（本校 87.1、全国平均 79.2）
◆特になし

Ｂ問題

(活用)

◇インタビューメモを基にして、話の展開に沿った質問をすることができ

ている。 （本校 64.5、全国平均 50.4）
◆目的に応じて質問したいことを整理したり、「当てはまらないもの」を

選択したりすることができていない。 （本校 35.5、全国平均 51.8）

書くこと

Ａ問題

(知識)

◇目的や意図に応じて書く事柄を整理することができている。

（本校 96.8、全国平均 78.2）
◆特になし

Ｂ問題

(活用)

◇課題を取り上げた効果として適切なものを選択することができている。

（本校 80.6、全国平均 58.3）
◆解決方法について、表の結果を基に分かったことを的確に書くことがで

きていない。 （本校 38.7、全国平均 43.4）

読むこと

Ａ問題

(知識)

◇人物像について複数の叙述を基にしてとらえることができている。

（本校 80.6、全国平均 63.9）
◆特になし

Ｂ問題

(活用)

◇目的の説明として適切なものを選択することができている。

（本校 87.1、全国平均 77.2）
◆自分の考えを明確にしながら読むことができていない。

（本校 67.7、全国平均 52.9）
伝統的な言語文

化と国語の特質

に関する事項

Ａ問題

(知識)

◇漢字の読み書き、ローマ字のよみができている。

（本校平均 89.4、全国平均 71.１）
◆特になし

学習指導要領

の領域
区分 特徴と課題

数と計算

Ａ問題

(知識)

◇数の大小関係とその表し方を理解できている。

（本校 100、全国平均 96.7）
◆１８÷０．９で、除数の０．９のみ１０倍して整数にし、１８÷９とし

て計算している。 （本校 77.4、全国平均 77.7）

Ｂ問題

(活用)

◇問題場面に示された条件を基に他の正方形について検討し、同じきまり

が成り立つかを調べることができる。 （本校 96.8、全国平均 92.6）
◆ハードル走の場面において、示された式の中の数値の意味を、ほかの数

値や演算と関連付けて解釈し、それを言葉や数を用いて記述できない。

（本校 6.5、全国平均 15.6）



４．今後の指導改善策

【国語】

量と測定

Ａ問題

(知識)

◇三角形の底辺と高さの関係について理解している。

（本校 93.5、全国平均 82）
◆単位量当たりの大きさを求める除法の式と商の意味を理解することに

課題がある。 （本校 67.7、全国平均 72.0）

Ｂ問題

(活用)

◇面積が１㎠小さくなることの説明を解釈し、用いられている考えを別の

場面に適応して、その説明を言葉と式を用いて記述できる。

（本校 67.7、全国平均 45.2）
◆示された除法の式を並べてできた形と関連付け、角の大きさを基に、式

の意味の説明を記述することができない。 （本校 9.7、全国平均 6.9）

図 形

Ａ問題

(知識)

◇図形の構成要素に着目して、図形を構成することができる。

（本校 93.5、全国平均 79.6）
◆特になし

Ｂ問題

(活用)

◇正方形に円が内接するときの円の半径について理解している。

（本校 90.3、全国平均 76.5）
◆図形を構成する角の大きさを基に、示された四角形を並べてできる形を

判断することができない。 （本校 19.4、全国平均 25.4）

数量関係

Ａ問題

(知識)

◇全体の大きさに対する部分の大きさを表す割合の意味について理解し

ている。 （本校 83.9、全国平均 74.4）
◆特になし

Ｂ問題

(活用)

◇示された事柄について２つの表を基に読み取ることができる事柄とで

きない事柄を特定することができる。 （本校 77.4、全国平均 70.7）
◆グラフから貸出冊数を読み取り、それを根拠に、示された事柄が正しく

ない理由を言葉や数を用いて記述できない。（本校 25.8、全国平均 24.9）

学習指導要領

の領域
指導改善策

話すこと

聞くこと

○話し手や出題者の意図を捉えながら聞いたり読んだりし、自分の意見と比べる

などして考えをまとめる力を養う。

・多様な文章を読ませて自分の意見をもたせ、その違いを言葉で表現する指導

する。

・お互いの考えの違いを友達と交流したり立場を変えて話し合いをしたりさせる。

・目的に応じて、自分の考えとの共通点や相違点は何かなどを観点として相手の

話を注意深く聞くことができるように指導する。

書くこと

○目的や意図に応じて，適切な文章表現の工夫をする力を養う。

・社会科や算数科などで学習した図表やグラフの読み方を生かし、資料の結果を

考察することでそれぞれの特徴を捉え、複数の資料を比較したり文章と関連づ

けたりする指導をする。

・情報を分かりやすく伝えるために必要な数値や言葉を選択し、説明させる指導

をする。

・表現の内容の違いや効果を比べ、目的に応じて使い分けることができるように

指導する。



【算数】

【学校としての取組み】

学習指導要領

の領域
指導改善策

数と計算

○日常生活の事象を数理的に捉え、場面を適切な式に表したり、式の意味を具体

的な事象と関連付けたりすることで問題を解決する学習を充実する。

・示された式について、式の意味や数値の意味を解釈し、合理的に判断し説明す

ることができるようにする。また、計算の結果を見積るようにさせ、計算の結

果と見積りの結果が大きく異なっていないかどうかを振り返る習慣を身に付け

させる。

・立式するだけでなく、友達が考えた式や示された式について、その式の数値は

どこから導き出されたものであるのか、その数値に対してどのような演算を行

っているのかを考える場面を適宜設ける。

図形

○算数の問題場面で見いだしたことを、図形の構成要素に着目して、論理的に考

察する学習を充実する。

・図形の構成を通して、図形についての理解を深めることができるようにする。

・観察や構成などの活動を通して、図形の意味を理解したり、図形の性質を見付

けたり、図形の性質を確かめたりすることができるようにする。

・図形を構成する活動の中で、なぜ図形を構成することができるのかを図形の特

徴や角についての知識などを基に考える場を設ける。

指導改善策

各学年において、課題点に関連する学習の指導方法の改善に取り組み、単元テストや到達度テスト

によって、改善効果を検証する。

【国語科】

（第１・２学年）

・身の回りから自分が興味を抱いたり、楽しく感じたりしたことを選んで教師や友達などに紹介さ

せる。聞き手には感想をもたせ、聞いたことを整理して相手に伝えるようにさせる。

・順序に沿って簡単な文章の構成を考えさせるために，「はじめ」「中」「おわり」を意識して文章を

書かせる。

（第３・４学年）

・図表や絵、写真などの資料から読み取ったことを基に話す中で、友達の読み取ったことに妥当性

があるかを判断させたり、自分の読み取ったこととの共通点や相違点を見つけさせたりする。

・文章の内容を分かりやすく説明するために、「なぜかというと～」「～のためである」「例えば～」

「～などが当たる」などの表現を使いながら理由や事例を挙げて書かせる。

（第５・６学年）

・資料を提示しながら説明や報告をする中で、聞き手は話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意

見と比べるなどして考えをまとめさせる。

・児童が課題を設定し、それについて調べ、本や文章などから引用したり、図表やグラフを用いた

りして自分の考えが伝わるように書かせる。



Ⅲ 学習状況調査の結果

１．学習状況調査（児童質問紙）の結果にみられる傾向

【算数科】

（第１学年）

・加法及び減法が用いられる具体的な場面を式に表したり、式を具体的な場面に結び付けたりする

活動を通して、加法及び減法の式を読み取ったり、活用したりできるようにする。

・身の回りからいろいろな形を見つけたり、具体物を用いて形を作ったり分解したりする活動を繰

り返し行うことを通して、図形についての基礎となる経験を豊かにする。

（第２学年）

・加法及び減法が用いられる具体的な場面を式に表したり、式を具体的な場面に結び付けたりする

活動を通して、加法及び減法の式を読み取ったり、活用したりできるようにする。

・正方形、長方形、直角三角形をかいたり、作ったり、それらで平面を敷き詰めたりする活動を増

やし、構成要素に着目して、正方形、長方形の特徴を実感的に理解できるようにする。

（第３学年）

・小数や分数を具体物、図、数直線を用いて表し、大きさを比べる活動を通して、小数の意味や大

きさ、加法及び減法について理解させる。

・二等辺三角形や正三角形を定規とコンパスを用いて作図する活動を目的に応じてさまざまに行い、

図形を構成する要素に着目し、図形の性質を理解させる。

（第４学年）

・数量にかかわる場面において、どんな計算が必要になるかを判断させるために、場面に応じて、

計算の仕方を考えたり、適切な方法を工夫させたりする。

・平行四辺形、ひし形、台形で平面を敷き詰めて、図形の性質を調べる活動の場を増やし、図形の

構成要素及びそれらの位置関係に着目し、図形について実感的に理解させる。

（第５学年）

・式の中にある２つの数量の対応や変化の仕方にどんな特徴が見られるかを表などを用いて調べた

り、２つの数量の関係を言葉の式などで表したりする活動を通して、式の意味を読み取らせる。

・図形を構成したり分解したりする際、どのような形ができるか予想させた後で実際に確かめる活

動を行い、その図形がもつ性質を見出し、それを用いて図形を調べたり構成したりできるように

する。

（第６学年）

・分数や小数についての計算の意味や計算の仕方を、言葉、数、式、図、数直線を用いて考え、説

明する活動を通して、既習の内容を基にしながら数学的に表現する能力を育て、根拠を明らかに

して論理的に考えさせる。

・観察や構成、作図などの活動を通して図形の見方を深め、日常生活と結びつけて考えさせる。

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも高かった項目

・難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。（本校 87.1％、全国平均 76.1％）
・自分には、よいところがあると思いますか。（本校 93.5％、全国平均 76.3％）
・友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか。（本校 64.5％、全国平均 51.7％）
・学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強しますか。

→１時間以上学習している児童（本校 96.8％、全国平均 62.5％）
・家の手伝いをしていますか。（本校 90.4％、全国平均 82.8％）
・家で、自分で計画を立てて勉強していますか。（本校 83.8％、全国平均 62.2％）



２．生活習慣・学習環境などに関する改善のポイント

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも低かった項目

・特になし

・本に親しむ児童は多いが、中にはほとんど読まないという児童もいる。その読書量の偏りを改善す

ることが図書室、図書館の利用の増加につながると考え、次の５点に取り組んでいく。

①貸出データを活用し、貸し出し冊数などを紹介し読書意欲を向上させる。

②設定した課題図書を読むことを推奨して本に親しませ、それを読破した児童を表彰する。

③家庭学習に読書を位置づける。そこで読んだ本などを「読書貯金」として記録させ、月に１回教

師が点検する。

④国語科の教材に応じて並行読書を薦めたり、調べ学習コーナーを設けたりする。

⑤校内読書週間を読書週間に合わせて実施し、本に関わる作品の校内コンクールを実施する。


